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漢
詩
の
魅
力
を
知
っ
て
半
世
紀

顧

間

　

加

藤

岳

洵

葉
山
中
学
に
入
学
し
た
昭
和
２４
年
の
春
、
藤
沢
の

学
校
か
ら
女
性
の
国
語
教
師
が
赴
任
し
て
き
た
。
敗

戦
に
よ
り
新
制
中
学
が
昭
和
２２
年
に
発
足
し
た
が
、

こ
の
頃
の
教
科
書
は
よ
う
や
く
整
い
は
じ
め
た
も
の

の
国
語
は
一
部
ガ
リ
版
刷
り
の
も
の
も
あ
っ
た
。
か

の
先
生
は
授
業
が
始
ま
る
前
に
、
い
つ
も
中
国
の
漢

・
・・・　

一．．．一一
．
・・一
一・一
一
・・・・一・一
一一
・

詩
を
黒
板
に
書
い
て
解
説

し
て
く
れ
た
。
中
国
漢
詩

の
奥
深
い
魅
力
を
学
ば
せ

た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
ｃ

あ
る
日
黒
板
に
書
か
れ

た

「故
人
西
の
か
た
黄
鶴
楼
を
辞
し

・
‥
こ
季
自
の

詩
を
繰
り
返
し
音
読
し
た
が
、
何
と
も
歯
ギ
レ
の
良

い
簡
潔
な
リ
ズ
ム
感
、
そ
の
心
地
よ
さ
、
漢
詩
っ
て

イ
イ
ナ
ア
ー
と
思
っ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。
私
の

父
は
九
人
兄
弟
の
長
兄
で
、
二
番
目
の
叔
父
は
戦
前

横
須
賀
海
軍
工
廠
に
勤
務
す
る
傍
ら
、
職
場
で
習
っ

た
詩
吟
を
度
々
聞
か
せ
て
く
れ
た
。
あ
る
正
月
親
戚

の
集
ま
り
の
席
で
吟
じ
て
く
れ
た
が
、
ふ
と
中
学
生

の
時
漢
詩
を
音
読
し
た
あ
の
感
慨
が
甦

っ
て
き
た
。

い
つ
か
詩
吟
を
習
い
た
い
も
の
だ
と
思
い
つ
つ
、
就
職

し
た
電
気
メ
ー
カ
ー
の
大
船
工
場
で
職
場
の
同
僚
か
ら

勧
め
ら
れ
二
つ
返
事
で
入
門
し
た
の
が

″吟
亮
流
〃
。

昭
和
３７
年
に
初
段
を
認
許
さ
れ
た
が
、
東
京
の
青
山

に
転
職
し
た
た
め
断
念
し
た
。
し
か
し
、
折
角
志
し

た
道
で
あ
り
自
ら
碩
心
会
の
、門
を
叩
い
た
の
が
昭
和

３８
年
２
月
ｃ
間
も
な
く
紫
舟
流
詩
舞
の
初
代
小
林
紫

舟
先
生
と
の
ご
縁
を
得
て
、
先
生
の
女
学
校

（熊
本

人
代
市
）
の
友
人
で
あ
る
有
馬
信
代
先
生

（詩
吟
の

大
家
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
放
送
も
し
た
）
の
指
導
を
頂
く
機

会
に
恵
ま
れ
て
、
吟
詠
の
コ
ツ

・
節
調

。
間
の
取
り

方

・
感
情
表
現
法
な
ど
詩
吟
の
真
髄
を
伝
授
し
て

貰

っ
た
こ
と
は
私
の
詩
吟
人
生
の
宝
と
し
て
、
今
も

時
折
当
時
の
稽
古
テ
ー
プ
を
聞
き
な
が
ら
原
点
を
確

認
し
て
い
る
。
吟
道
を
志
し
て
半
世
紀
が
過
ぎ
、
数

力
月
で
喜
寿
を
迎
え
る
が
老
い
て
こ
そ
人
生
。

今
ま
で
生
き
て
き
た
人
生
の
味
わ
い
、
人
生
観
を

添
え
て
、
人
を
し
て
魂
を
揺
さ
ぶ
り
感
動
を
与
え
る

吟
詠
の
研
鑽
に
挑
戦
し
続
け
た
い
。
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行

事

予

定

レ
ツ
ツ
詩
吟

日
時
　
１０
月
１９
日
国
　
午
後
１
時
～
２
時
３０
分

‐２
月
１４
日
山
　
午
後
１
時
～
２
時
３０
分

場
所
　
葉
山
町
立
図
書
館
ホ
ー
ル

（日
時
は
変
更
あ
り
）

鎌
倉
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
大
会

日
時
　
１０
月
２７
日
同
　
開
会
９
時
５。
分

場
所
　
レ
イ
ウ
ェ
ル
鎌
倉

神
静
地
区
吟
道
講
座

日
時
　
Ｈ
月
１０
日
０
　
開
会
Ю
時

場
所
　
一二
島
市
民
文
化
会
館

葉
山
町
文
化
祭

日
時
　
Ｈ
月
１７
日
０

開
会
１２
時
３。
分

，
場
所
　
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
ホ
ー
ル

第
６
回
相
州
岳
風
連
合
吟
詠
大
会

日
時
　
Ｈ
月
２３
日
的
　
開
会
９
時
３。
分

場
所
　
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
ホ
ト
ル

逗
子
市
詩
吟
詩
舞
連
盟
秋
季
大
会

日
時
　
Ｈ
月
２６
日
閃

開
会
９
時

場
所
　
逗
子
市
文
化
プ
ラ
ザ
な
ぎ
さ
ホ
ー
ル

碩
心
会

吟
詠
と
詩
舞
の
集
い

日
時
　
Ｈ
月
３０
日
田
　
開
会
Ю
時
１５
分

場
所
　
葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
　
　
　
．

碩
心
会

皆
伝
会

日
時
　
１２
月
７
日
は

場
所
　
葉
山
港
管
理
事
務
所
３
Ｆ
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2、 どの内容を主に読みますか、
複数回答でお願いします

トップ記事 105名

行事予定 100名

行事・活動報告 102名

昇伝段位認 24名

支部紹介 73名

会員の動き 63名

編集後記 59名

その他 12名

3、 「碩心」の発行は奇数月の年 5回ですが
いかがですか

1、 機関誌 嘔 醜 を
どのくらい読みますか

・
配
布
数

・
回
答
数

・
回
答
率

768152 198
%  名

今の回数で良い 107名

増や した方が良い 4名

減らした方が良い 11名

分か らない 11名

（小
学
生
２
名
を
除
く
）

全部読む
97′各

読まない 1

「碩
心
」
及
び

「ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

「ある」と答えた方に伺います

・ どのくらいの頻度で見ますか

「ある」と答えた方に伺います           
｀

・ どの内容をみますか、複数回答でお願いします

・ 今までにホームページを

見たことがありますか碩
心
会
全
会
員
に
対
す
る
こ
の
種
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
初
め
て
の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
結
果
に
な
る

か
心
配
し
ま
し
た
が
回
答
者
‐５２
名
中

「半
分
く
ら
い

読
む
」
と
い
う
方
を
含
め
る
と
‐４８
名
の
方
が
読
ん
で

く
だ
さ
っ
て
い
る
事
が
判
明
し
喜
び
と
同
時
に
責
任

を
感
じ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
し
て
は
「見

た
こ
と
が
あ
る
」
と
い
う
方
は
５２
名
と
少
な
い
が
、

今
後
の
碩
心
会
発
展
の
た
め
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
の
充
実
を
図
り
、
若
い
会
員
の
獲
得
に
繋
げ
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
皆
様
よ
り
お
寄

せ
頂
い
た
ご
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
広
報
部

一

同

一
層
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
伊
藤

父
益
３
８
８
９
☆
受
０
８
８
念
☆
益
３
８
８
９
炎
益
３
８
８
父
炎
●
３

サ
ー
フ
イ
ン
と

「浪
子
不
動
」

真
澄
支
部
　
星

野

岳

輝

内
山
先
生
か
ら

「レ
ッ
ツ
詩
吟
で
使
い
た
い
か
ら

逗
子
と
分
か
る
短
歌
を
作
っ
て
。」
と
言
わ
れ
た
の

は
昨
年
の
１０
月
末
で
し
た
。
私
に
出
来
る
か
な
と
思

い
ま
し
た
が
、
直
ぐ
胸
に
浮
い
発
蒙
の
は
逗
子
在
住

の
文
豪
徳
冨
菫
花
の
名
作

「不
如
帰
」
の
一
場
面
で

し
た
。
明
治
３３
年
こ
の
小
説
が
発
表
さ
れ
る
や
大
変

な
評
判
と
な
り
、
新
派
に
映
画
に
歌
に
と
、
万
都
の

子
女
の
紅
涙
を
絞
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
の
名
場
面
、
新
婚
間
も
な
い
海
軍
士
官
武
男
と
新

妻
浪
子
が
、
逗
子
の
浜
辺
を
睦
ま
じ
く
そ
ゞ
ろ
歩
き

勿
ら
「千
年
も
万
年
も
生
き
た
い
わ
」
と
武
男
に
云
っ

た
の
で
し
た
。
け
れ
ど
も
浪
子
は
結
核
に
冒
さ
れ
姑

に
離
縁
さ
れ
果
か
な
い
生
命
を
閉
じ
た
の
で
し
た
。

逗
子
の
海
岸
に

「浪
子
不
動
」
が
有
り
ま
す
が
、
夏

訪
れ
る
と
幸
せ
そ
う
な
若
い
人
達
が
歓
声
を
あ
げ

て
、
サ
ー
フ
ィ
ン
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
悲
し
い
こ

の
二
人
の
物
語
は
選
か
遠
く
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。「サ

ー
フ
イ
ン
の
　
を
き
手
キ
う
　
違
子
の
苺

式
署
ヤ
は
子
の
　
恣
鶯
逢
や
な
り
」

月 に1～ 2回 17名

月 に3-4回 7名

月 に4-5回 1名

週 に 1～2回 1名

週 に3～ 5回 1名

年に1～ 3回 3名
ない 100名

・ 内容について伺います

非常に良い 4名

良い 26名

普通 10名

碩心会から詩吟の世界を覗く 25名

詩吟と詩舞 26名

碩心会創立75周 年記念大会 22名

機関誌 4名

吟詠探索虎の巻 4名

リンクページ 3名

その他 4名
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第
１６
回
碩
心
会
夏
季
吟
道
講
座

標
記
吟
道
講
座
は
８
月
２４
日

（土
）
、
葉
山
町
福

祉
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
夏
は
八
月
の
気

温
が
４０
℃
を
超
え
る
地
方
も
あ
る
ほ
ど
の
炎
暑
。
然

は
言
え
、
吟
道
研
鑽
は
夏
休
み
中
と
い
え
ど
も
学
習

は
欠
か
せ
な
い
と
参
加
者
は
朋
名
に
及
ぶ
。

挨
拶
で
内
山
会
長
は

「長
年
講
師
を
務
め
ら
れ
て

き
た
加
藤
岳
洵
顧
間
が
退
か
れ
、
鴫
原
隆
岳
師
範
が

講
師
陣
に
加
わ
り
、
外
部
講
師
と
し
て
田
中
岳
凛
神

奈
川
吟
和
会
会
長
を
お
迎
え
し
た
」
と
紹
介
、
ま
た

「今
年
４
月
に
改
定
さ
れ
た
相
州
岳
風
連
合
共
通
の

審
査
課
題
吟
集
の
習
得
、
特
に
和
歌
吟
詠
の
吟
法
変

更
に
対
応
し
て
習
熟
し
て
欲
し
い
」
と
話
さ
れ
て
開

講
―

受
講
者
は
耳
目
を
集
中
す
る
。

第

一
講
　
鴫
原
隆
岳
師
範

不
識
庵
機
山
を
撃
つ
～

・
楓
橋
夜
泊

第
二
講
　
上
村
岳
章
副
会
長

ふ
る
さ
と
の
山

・
武
蔵
の
国
の
歌

第
二
講
　
田
中
岳
凛
神
奈
川
吟
和
会
会
長

や
れ
打
つ
な

。
う
し
ろ
姿
の

第
四
講
　
内
山
岳
青
会
長み

　

　

　

　

　

　

　

あ

わ

富
士
の
山
を
望
る
歌

一
首
丼
せ
て
短
歌

漢
詩
、
和
歌
、
俳
句
、
自
由
律
俳
句
、
長
歌

。
反

歌
を
担
当
さ
れ
た
先
生
方
が
夫
々
の
吟
じ
方
の
要
点
、

作
者
と
背
景
を
解
説
さ
れ
、
質
疑
応
答
に
続
く
４
時

間
３０
分
は
充
実
の

一
日
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
常
盤

平
成
２５
年
夏
季
吟
道
大
学
講
座

標
記
大
会
が
平
成
２５
年
７
月
２７
日
（土
Ｙ
２８
日
（日
）

の
両
日
日
本
教
育
会
館
で
行
わ
れ
、
本
年
度
か
ら

「吟

士
」
の
資
格
を
有
す
る
者
の
み
参
加
可
能
と
な
っ
て

８０
名
の
会
場
は
満
杯
の
状
況
で
し
た
。

木
部
理
事
長
の
嗽
嗽
吟
２
巻
‐９９
で
は
当
初
の

「知

者
」
は
、
餘
韻
で
止
ま
っ
て
い
な
い
。
「不
惑
」
は

確
実
に
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
詩
吟
は
自
分
に
聴
か

せ
る
も
の
で
、
聴
い
て
頂
く
も
の
で
あ
る
。

大
山
岳
荘
講
師
か
ら
吟
道
に
つ
い
て
本
来
詩
は
文

学
で
あ
り
、
声
は
音
楽
で
あ
り
、
心ヽ
は
哲
学
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
要
素
が
調
和
し
て
三
位

一
体
と
な
る
と

き
、
即
ち
文
学
的

・
音
楽
的

・
哲
学
的
内
容
が

一
つ

に
抱
含
さ
れ
、
内
在
す
る
精
神
力
に
よ
っ
て
声
と
い

う
表
現
手
段
を
も
っ
て
、
瞬
時
に
発
揚
さ
れ
る
と
き
、

そ
の
吟
声
は
大
い
な
る
感
動
を
伴
っ
て
、
聴
く
者
の

心
に
共
鳴
し
、
悠
久
の
歴
史
に
遊
び
、
先
哲
の
訓
え

に
接
し
、
人
格
の
陶
冶
、
そ
し
て
完
成
へ
と
導
か
れ

て
行
く
の
で
す
。
詩
吟
は
実
践
の
哲
学
で
す
。

吉
岡
岳
東
講
師
か
ら
「お
く
の
ほ
そ
道
よ
り
大
垣
」

の
講
義
が
あ
り
、
奥
羽
北
陸
の
各
地
を
め
ぐ
り
最
後

に
大
垣
に
到
着
し
、
そ
こ
で
多
く
の
門
人
に
迎
え
ら

れ
て
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
紀
行
終
末
分
で
す
。

芭
蕉
は
大
阪
南
御
堂
で
亡
く
な
っ
た
が
、
死
後
、

遺
言
に
よ
り
近
江
国
に
あ
る
木
曽
義
仲
の
墓
と
並
ん

で
建
っ
て
い
る
旨
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
高
見

神
奈
川
岳
風
連
合
会
吟
詠
大
会

長
柄
支
部
　
石

井

岳

虹

記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
８
月
１８
日
（日
）
、
横
須
賀

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に
於
い
て
、
第
２‐
回
標
記
大
会

が
‐９
団
体
の
会
員
に
依
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
碩
心

会
よ
り
男
性
９
名
女
性
１６
名
が
合
吟
、
独
吟
、
連
吟

コ
ン
ク
ー
ル
、
詩
舞
、
に
参
加
し
ま
し
た
。

青
壮
年
、
少
年
少
女
の
吟
詠
に
圧
倒
さ
れ
、

２０
名

の
幼
稚
園
児
の
可
愛
ら
し
い
合
吟
に
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
起
こ
り
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
た
。
将

来
が
楽
し
み
で
す
。
連
吟
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
さ
す
が

に
ど
の
チ
ー
ム
も
迫
力
あ
る
素
晴
ら
し
い
吟
に
会
場

全
体
が
緊
張
し
て
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
構
成
吟

「鎌
倉
残
照
」
は
映
像
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
吟
、
舞
、

で
鎌
倉
の
歴
史
を
再
現
し
と
で
も
感
動
的
で
し
た
。

最
後
に
連
吟
コ
ン
ク
ー
ル
の
人
賞
者
発
表
が
あ
り
、

一
位
、
湘
南
吟
詠
会
。
二
位
、
さ
が
み
岳
風
会
。
三

位
、
聖
吟
会
。
努
力
賞
ニ
チ
ー
ム
あ
り
湘
南
吟
詠
会
、

神
奈
川
吟
和
会
で
し
た
。

講
評
で
は
作
者
名
か
ら
吟
に
入
る
の
が
早
い
、
腹

式
呼
吸
を
し
二
句
三
息
で
母
吉
に
返
す
、
助
詞
を
丁

寧
に
は
っ
き
り
と
等
の
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。
「全

体
に
元
気
が
あ
り
吟
ず
る
態
度
も
よ
か

っ
た
」
「
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
常
連
で
な
い
新
し
チ
ー
ム
が
入
賞
し

て
よ
か
っ
た
」
と
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。
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亡
き
師
を
偲
ん
で

悠
吟
支
部
　
小

野

岳

祥

告
別
式
の
後

「父
が
詩
吟
で
こ
ん
な
に
偉
い
人
と

は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
喪
主
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

本
部
よ
り
追
贈

（吟
宗
）
の
証
状
を
わ
ざ
ノ
ヽ

お
持
ち
頂
き
、
他
会
の
重
立

っ
た
方
々
や
、
内
山
会

長
を
は
じ
め
多
く
の
碩
心
会
の
方
々
が
参
列
し
て
下

さ
い
ま
し
た
こ
と
悠
吟
支
部

一
同
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
先
生
の
詩
吟
に
対
す
る
熱
意
と
功
績
を

あ
ら
た
め
て
感
じ
さ
せ

千
葉
先
生
は
平
成

７
年
Ｈ
月
１
日
付
で

¨

悠
吟
支
部
の
担
当
師

一

範
に
な
ら
れ
、
そ
れ

か
ら
１７
年
有
余
の
お

教
え
を
受
け
た
わ
け

で
す
が
、
始
め
は
難

し
い
詩
吟
の
講
義
を

一■
一

延
々
と
さ
れ
、
正
し

一
一

い
吟
法
を
自
ら
吟
じ

ら
れ
る
時
間
が
と
て

も
長
く
、
い
ざ
私
達
が
声
を
出
す
と

一
節
ご
と
に
ダ

メ
出
し
を
さ
れ
、
先
生
が
吟
じ
て
見
せ
ら
れ
る
の
で
、

そ
れ
ま
で
前
の
先
生
の
自
由
に
楽
し
く
声
を
出
し

て
、
詩
吟
と
は
そ
れ
で
良
い
と
思
っ
て
い
た
私
達
は

戸
惑
い
悩
み
ま
し
た
。

先
生
の
吟
に
対
す
る
熱
心
さ
と
生
真
面
目
な
性
格 H24新年会 (お元気な千葉先生と)

が
徐
々
に
わ
か
っ
て
き
た

一
同
は
自
分
達
な
り
に
精

一
杯
努
力
し
て
今
日
ま
で
つ
い
て
き
ま
し
た
。

９４
歳

ま
で
生
き
ら
れ
た
人
生
の
師
と
し
て
も
と
て
も
尊
敬

し
て
お
り
ま
し
た
。

先
生
は
い
つ
も
前
向
き
で
勉
強
家
で
い
ら
っ
し
や

い
ま
し
た
が
、
先
生
の
お
考
え
通
り
に
な
ら
な
い
不

肖
の
弟
子
も
最
後
ま
で
ほ
と
ん
ど
欠
け
る
こ
と
な
く

続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
偏
に
先
生
の
吟
に
対
す
る
熱

意
と
愛
す
べ
き
お
人
柄
の
故
だ
と
思
い
ま
す
。

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
合
掌

第 33回 碩心会温習会 会計報告

科  目 決算額 (電 ) 適  用

収

入

の

部

大会補助金 本部より補助金 (含補填費)

出吟料 163,000 000X163名

無頬会 117,000 1,000× 117名

来 賓 3名

寄付金

合 計 341,897

支

出

の

部

会場費 ホール、大会議室使用料

弁当代 109,200 弁当、お茶

飲食費 飲み物、オードブル、その他
コンクール経費 トロフィー、参加賞

傷害保険

文具・印刷費 52,577 プログラム、表彰状、その他

調庁  ネL 朗読、お車代

雑 費 会議費、来賓喫茶、運送、交通費

合 計 341,897

*入会 (9月 1日付 )

220 上本
ヒ

里子 (幸和)

横浜市戸塚区信濃町 545
8045-822-4454

*退会

132 高森瑛山 (真名瀬)139 有島光山 (瀞朗)

184 笠川 裏 (東伏見)204 J琳由子 (松和)

207 Jゞ |1時子 (松 和)2H 大久保鈴 (松和)

編

集

後

記

２
０
２
０
年
夏
季
五
輪

ｏ
パ

ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
の
東
京
開
催
が

決
ま
っ
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
力
、

被
災
地
復
興

へ
の
思
い
が
通
じ

た
の
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
は
文
化
で

あ
り
道
、
詩
吟
も
然
り
。
道
は

自
分
だ
け
で
極
め
る
も
の
で
は

な
く
第
二
者
が
足
と
し
な
け
れ

ば
道
に
な
ら
な
い
。
詩
吟
を
通

し
て
心
身
を
鍛
え
人
間
力
を
養

い
た
い
。
　
　
　
　
広
報
部

会員数
81名
116名

1971L

晰
嘩

嘩

計

朝

山

子
〈ロ

２５
葉

逗
“みんな"で 増やそう新会員
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